
日程：2026年 2月 24日（火）～ 28日（土）

主催：九州経済国際化推進機構（KEI）

(九州経済産業局、(一社)九州経済連合会)
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九州・タイ経済交流ミッション2026開催報告

～タイ王国とのヘルスケアを中心としたビジネスネットワーク強化プロジェクト～



九州・タイ経済交流ミッション2026
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• 九州経済国際化推進機構は、2012年11月にタイに経済交流ミッションを派遣し、同国の政府機

関であるタイ投資委員会（BOI）とMOUを締結。その後ミッション派遣や経済交流セミナーの開催

など経済交流事業を継続的に実施。

• 近年は、タイ国内での急速な高齢化の進行に伴って需要の高まりを見せているヘルスケア産業分野に

焦点を当て、現地へのミッション派遣（2023年2月）、受け入れ（2024年3月）を相互に実施。

• 2025年はタイ・バンコク都立大学やISMED (日本の「中小機構」に相当）からの要請を受け、タイ

からの視察団を九州に受け入れるとともに（9月）、九州企業が強みを持つヘルスケア関連企業や、

スタートアップ企業を連れて、ビジネスに繋がる経済交流を目的にタイに調査団を派遣（10月）。

• 今回、タイ側のビジネス連携ニーズを踏まえ、現地でのビジネスパートナー・連携先との接点形成を行う

べく、ヘルスケア関連分野を中心とする九州企業をメンバーとしてタイに経済交流ミッション団を派遣。

ビジネスミーティングを実施するほか、医療施設や関連企業を視察して現地の状況を把握する。

●派遣の背景と目的



2/25 (水) 7:50発

AM

2/27 (金) 8:45発

PM

2/26 (木) 8:40発2/24 (火)

14:00-17:30
ビジネスミーティング

①九州企業による
 プレゼンテーション

②タイ企業との
 個別面談・
 ネットワーキング

③法務・金融機関
 による相談会

18:30-夕食会
JETROバンコク意見交換
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15:00-16:30
パラマウントベッドタイランド

9:30-11:30
TCC(タイ商工会議所)

チャロンポカパン(CP)グループを含

めたタイ財閥系企業との意見交
換・ランチミーティング
・CPグループはタイ最大規模の
  コングロマリット（複合企業）

19:00-
結団式(夕食会)

9:00-11:30
プリンスグループ(病院）

タイ医療・介護施設の現
状認識、ヘルスケアビジネ
スに係る意見交換等

9:00-12:00
タイ高等教育・科学・技術・
イノベーション省（MHESI）

同省が支援するタイのヘルスケア、
食、環境関連企業同席の上、相
互にプレゼンや意見交換を実施

14:00-
17:30
大学訪問団
タマサート大学
シリラート病院
医療関係企業
数社を連れて
大学病院など
訪問

13:30-16:30
バーンポージェネラル病院

タイ医療・介護施設の現
状認識、ヘルスケアビジネ
スに係る意見交換等

19:00-
解団式（夕食会）

バス移動
(空港→市内)

12:30-14:00
CPグループ開発拠点視察

9:30 

福岡空港

国際線ターミナル

集合

11:40-15:40

福岡→バンコク

TG649

2/28 (土)
1:00バンコク→8:10福岡

TG648

九州・タイ経済交流ミッション2026

●全体スケジュール (2月24日～28日、3泊5日)

19:00- 夕食会



2/25(水)

①プリンススワンナ
プーム病院

②バーンポージェネラ
ル病院

2/26(木)

③MHESI

④タマサート大学ラ
ンシットキャンパス

⑤シリラート病院

2/27(金)

⑥タイ商工会議所

⑦The Foresutias、

The Aspen Tree

⑧パラマウントベッド
タイランド
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九州・タイ経済交流ミッション2026（2月） 訪問先一覧（バンコク都）
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九州・タイ経済交流ミッション2026 参加者名簿

所 属 役 職

団 長 (一社)九州経済連合会 専務理事

団 員 ㈱アイル 代表取締役

㈱アシストユウ 代表取締役会長

㈱アルバス 代表取締役

医療生成AI協会 事務局長

AMI㈱ CEO室 室長（海外事業部）

㈱エル・エー・ビー 取締役

㈱エル・エー・ビー VRプランナー

㈱エル・エー・ビー アドバイザー

九州大学病院 ARO次世代医療センター 知財テクニカルスタッフ

㈱クリエィティブマシン 代表取締役

㈱クリエィティブマシン 国際営業グループ 主任

㈱ケアリング 取締役 ヘルスケア事業部部長

㈱さわやか倶楽部 バリュークリエイション部 部長

山九㈱ 輸出入グループ グループマネージャー

㈱スーパーワーム CFO

中特ホールディングス㈱ 取締役

トイメディカル㈱ 代表取締役社長

リアリティマネージメント㈱ 代表取締役

所 属 役 職

事 務 局 (一社)九州経済連合会 総務国際部 担当部長

(一社)九州経済連合会 総務国際部 参事

(一社)九州経済連合会 総務国際部 参事

九州経済産業局 国際部 国際事業課 課長

九州経済産業局 国際部 国際事業課 課長補佐

現地参加 ㈱福岡銀行 バンコク駐在員事務所 所長

カシコン銀行（福岡銀行提携先） World Business Group

M&Pアジア㈱ CEO／弁護士

M&Pアジア㈱ CFO

Miura & Partners (Thailand) タイ事務所 代表（タイ法弁護士）

Ishii and Partners(Thailand) Managing Director

添 乗 員 西鉄旅行㈱ 福岡営業部 部長

通 訳



バーンポー ジェネラル病院

訪問日時：2026年2月25日（水）13:30-16:30
住所：タイ 〒10800 Krung Thep Maha Nakhon, Bang Sue, Bangkok, Pracha Rat Sai 2 Rd
組織概要：1990年3月2日に設立された私立病院で、特に神経系や脳疾患の専門分野に強み。歩行支援ロ
ボット「Cyberdyne」などの先進技術を導入し、筋力低下患者のリハビリテーションにも注力。
訪問目的：
・タイ医療・介護施設の現状認識
・九州参加企業とのヘルスケアビジネスに係る意見交換等
アジェンダ
13:30 到着、挨拶
13:40 bangpo hospital概要説明
14:00 施設見学
15:00 九州企業によるプレゼンテーション（15社×各社2分）
16:00ビジネス連携に関する協議（ディスカッション）
16:25 集合写真撮影および名刺交換

2026.2.25
プリンス・スワンナプーム病院

訪問日時：2026年2月25日（水）9:00-11:30
住所：35/2 หมู่ที่ 12 Bang Na-Trat Frontage Rd, Bang Kaeo, Bang Phli District, Samut 
Prakan 10540 タイ
組織概要：プリンシパル・ヘルスケア・カンパニー (Principal Healthcare Company) が運営する「Princ 
Hospital (プリンス病院)」グループ
・私立病院（Princ Hospital ブランド）、プライマリーケアクリニック、サービスアパートメント、賃貸オフィス
ビルディングの運営、不動産開発・賃貸など。
訪問目的：
・タイ医療・介護施設の現状認識
・九州参加企業とのヘルスケアビジネスに係る意見交換等
アジェンダ
09:00 到着、ご挨拶
09:10 Princ Groupの概要説明
09:30 Princ Hospital（プリンス・ホスピタル）の施設見学
10:10 九州企業によるプレゼンテーション（15社×各社2分）
11:00 ビジネス連携に関する協議（ディスカッション）
11:25 集合写真撮影および名刺交換

【対応者】

病院長、病院長補佐、

事業開発・事業拡大ディレクター

マーケティング・ディレクター

国際事業開発部 部門マネージャー

医療補助サービス部 部門マネージャー

カスタマーエクスペリエンス部 部門マネージャー 他

【対応者】

バンポー病院 創設者兼会長、医療ディレクター

品質・戦略マネージャー、施設管理責任者他

https://www.princsuvarnabhumi.com/
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MHESI
タイ高等教育・科学研究・イノベーション省

訪問日時：2026年2月26日（木）9:30-12:00
住所：会議室手配中・確認
対応者：
タイ高等教育・科学研究・イノベーション省
国家高等教育・科学研究局
（Office of National Higher Education Science Research）
地域基盤型開発プログラム管理ユニット（PMU）国家高等教育・科学研究局
（Officeof National Higher Education Science Research）局長他

組織概要：
2019年に設立され、旧・科学技術省、高等教育委員会（OHEC）、国立研究評
議会、研究基金などを統合した新省庁。タイの国家戦略（※）に沿って、イノ
ベーションを通じて資源を有効活用し、持続可能な成長を図る BCG 経済モデル
を推進。「タイ・日本 連携イニシアティブ」の立ち上げを準備中。
（※） 2037年までの高所得国入りと「充足経済」の実現を目指す「20カ年国
家戦略（2018-2037）」が上位計画で、この達成のため、経済の高度化と持続
可能性を重視する「タイランド4.0」と「BCG（バイオ・循環型・グリーン）経
済モデル」を推進

訪問目的：
・九州参加企業による現地企業との交流会（要プレゼン）
ー分野：デジタル、ものづくり、食等

アジェンダ
9:00-訪問、御挨拶
9:10-九州企業プレゼン（15社、各社3分、逐次通訳）
10:40-タイ企業
（5社程度・九州企業の現地パートナーになり得る企業、逐次通訳）
11:10-意見交換
11:25-写真撮影

2026.2.26



8

九州・タイ ビジネスミーティング2026 

実施日時：2026年2月26日（木）14:00-17:30

実施概要：九州企業によるプレゼンテーションとタイ企業との個別面談を実施。機構のMOU相手先であるタイ投資委員会（BOI）をはじめ、タイ王国中小企業発展

研究所（ISMED）首脳なども来賓として出席。九州企業11社、タイ企業30社以上、70名を超える参加者で会場は満席となる大変盛況な会合となった。

2026.2.26
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Japanese Participants

No Company Name 

1 ASSISTYOU Co., Ltd.

2 Caring Co., Ltd.

3 Chutoku Holdings Co., Ltd.

4 CreativeMachine Co., Ltd.

5 ISLE Co., Ltd.

6 L.A.B inc.

7 Medical Generative AI Association

8 SANKYU INC.

9 SawayakaClub Co., Ltd.

10 Superworm Co., Ltd.

11 TOYMEDICAL LTD.

Logistics operations covering all land, sea, and air

transportation

Mechanical engineering service

Elderly Care Facility Operations

Disability Support Services

Karaoke, Food & Beverage, Real Estate Business

Developing and manufacturing nextgeneration

biofuel feedstock using oil derived from maleworms.

Development, manufacturing, and sales of food,

health foods, food additives and medical products.

Scope of Business

Long term care and medical services, Long term

care and medical equipments.

Environmental and Waste Management Services

Sales of “IRONCAD”, a 3D CAD software for

mechanical design.

Manufacturing and sales of “VEGHEET”, a sheet

food product made by pureeing and drying

vegetables.

Provide technologies and services, including VR,

hardware development, image analysis, and motion

capture.

Medical AI

Development of Care AI

Production of videos for medical and care purposes

Sales, Training, and Maintenance Support for IT

Systems.

Sales of All-in-One Camera Systems and

Emergency Power Supply Units.

Thai Participants

No Industry

1 Healthcare

2 Healthcare

3 Food

4 Elderly care

5 Healthcare

6 Healthcare

7 Insurance

8 IT

9 Healthcare

10 Food & Nutrition

11 Environment

12 Logistics

13 Skincare and Functional Food

14 Logistics

15 Healthcare (Dental)

16 Healthcare

17 IT

18
Dietary Supplements and

Medical

19 Healthcare

20 Healthcare

21 Elderly Care

22 Healthcare

23 Thaismartservice Co., Ltd. IT

24 The Blessing Co., Ltd. Elderly Care

25 Thethreetouch asia pacific company Construction Material

26 TOKURA (THAILAND) CO., LTD. Construction

27 Logistics / Wellness

28 Healthcare

29 Healthcare

30 Food & Nutrition

31 Logistics

SAPIENS MEDICATION CO., LTD.

Wincell research Co., Ltd.

Madamdo International

Unique Thai Transportation

Smit medical Co., Ltd.

Toyota Tsusho (Thailand) Co., Ltd.

Yak Siam Thai Herb Co., Ltd.

Logistics Management Services Limited

Nu dent Co., Ltd.

Perfect health care & check up company limited  

Ploen and co Co., Ltd.

RATTANA HERB CO., LTD.

Euro scan Co., Ltd.

Fancy World Co., Ltd.

Global Biopolymers Co., Ltd.

J & J warehouse and service Co., Ltd.

KWANDAO PROJECTS COMPANY LIMITED

PINEAPPLE VISION SYSTEMS COMPANY LIMITED

Company Name 

ANNA K AND T CO., LTD. 

Baaeco v food Co., Ltd.

Bangkok nanny center Co., Ltd. (Go Mamma)

Digitsoul Co., Ltd.

Bever medical industry Co., Ltd.

Advanced Medical Science Co., Ltd.

Bioway Co., Ltd.

Dhipaya Insurance Public Company Limited 

SHANE HOUSING INTERNATIONAL

九州企業の各テーブルに日タイ通訳を配置したことで、具体的なビジネスに向けた細や
かな協議が可能となり、次のステップへ発展した事例も多数確認された。九州・タイ ビジネスミーティング2026 

2026.2.26



2026.2.26

訪問日時：2026年2月26日（木）14:00-15:30
住所：3J97+F8Q, Khlong Nueng, Khlong Luang District, Pathum Thani 12120 タイ
概要：
タイバンコクの国立大学医学部、看護学部、薬学部、公衆衛生学部、リハビリテーション、X線、
体育などを含む医療関連学部も充実。
対応者：
組織概要：
日本企業の海外進出や貿易促進、現地情報の収集・提供などを目的とした政府系機関。
訪問目的：
病院との共同研究や人材育成に関する連携可能性について意見交換
アジェンダ
14:00-訪問、御挨拶
14:20- 貴学・貴院ご紹介
14:35-九州企業プレゼン（４社、各社3分、逐次通訳）
14:55-意見交換
15:25-写真撮影

タマサート大学ランシットキャンパス シリラート病院（マヒドン大学）

訪問日時：2026年2月26日（木）16:15-17:30
住所：2 Wang Lang Rd, Siriraj, Bangkok Noi, Bangkok 10700 タイ
概要：医学のみならず、科学、獣医学、工学、人文学など幅広い分野で教育研究を行うタイの
最高峰の総合国立大学。
対応者：
卓越と企業価値向上のためのイノベーション担当副学部長他
組織概要：
日本企業の海外進出や貿易促進、現地情報の収集・提供などを目的とした政府系機関。
訪問目的：
病院との共同研究や人材育成に関する連携可能性について意見交換
アジェンダ
16:15-訪問、御挨拶
16:20- 貴学・貴院ご紹介
16:35-九州企業プレゼン（４社、各社3分、逐次通訳）
16:55-意見交換
17:25-写真撮影
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2026.2.27

訪問日時：2026年2月27日（金）9:30-11:30
組織概要：
農業を起点に、アジアと世界の食・生活インフラを支える巨大企業グループ。タ
イ最大級かつアジアを代表する多国籍コングロマリット（複合企業グループ）で
あり、農業・食品を中核に、小売、通信、不動産、デジタル分野まで幅広く事業
展開。TCC（タイ商業会議所）の中心的存在。
訪問目的：
・九州のヘルスケア・フード・環境等様々な企業群で訪問。ビジネスプレゼンや
意見交換などを通じて連携の可能性を探る。

タイ商工会議所

訪問日時：2026年2月27日（金）9:30-11:30
住所：150 Ratchabophit Rd, Wat Ratchabophit, Phra Nakhon, Bangkok 
10200 タイ
組織概要：
1933年に設立されたタイの代表的な民間経済団体で、政府と民間企業の橋渡し
役を担う組織。国内外の商業・貿易の促進、企業の競争力強化、政策提言を通じ
て、タイ経済の発展と国際化を支援。タイ国内企業・業界団体・政府機関あり。
訪問目的：
・日本企業のTCCへの事業紹介、
・今後のビジネス展開に要する産業界ネットワーク形成サポート

チャロン・ポカパン（CP）グループ

対応者
• タイ商工会議所 副会頭日韓合同作業委員会 委員長

• タイ商工会議所 副会頭

• タイ商業会議所 副事務総長、日韓合同作業委員会 副委員長

• 日韓合同作業委員会 副委員長

• タイ商工会議所 副会頭、日韓合同作業委員会 副委員長

• タイ商工会議所 副会頭、日韓合同作業委員会 メンバー

• タイ商業会議所 顧問、日韓合同作業委員会 メンバー

• タイ商業会議所 理事、日韓合同作業委員会 メンバー

• 日韓合同作業委員会 メンバー

• C.P. グループ 会長室顧問（2026年2月16日時点）

• MQDC 社長

• パニヤピワット経営大学、元 国際関係部 ディレクター

• CPF（チャルンポカパンフーズ）、国際業務部 部門マネージャー

• CFG 国際事業部 統括責任者兼 Tops Thailand（トップス・タイランド）

直輸入部門および Tops Tongtin 部門 責任者

11
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訪問日時： 2026年2月27日（金）12:30-14:00
住所：63 Bang Na-Trat Frontage Rd, Bang Kaeo, Bang Phli District, Samut Prakan 10540 タイ
The Forestias（ザ・フォレスティアス）
1. 概要・基本情報

「森を都市の中心に据える」という発想を核にした、タイ最大級の民間不動産開発プロジェクト。敷地の50〜56％以上を本物の熱帯林・緑地として保全・再生し、人と自然が共生する「サステナブ
ル・シティ（モデル都市）」を目指す。「住む・働く・学ぶ・癒す・遊ぶ」を一体化した複合都市です。住宅Whizdom（スマートコンドミニアム）Mulberry Grove（多世代・家族向け住宅）Six 
Senses Residences（超高級レジデンス）The Aspen Tree（シニア向け住宅）商業・公共機能。タウンセンター（商業・文化・コミュニティ施設）教育施設医療・ウェルネス施設自然・環境約4.8haの
中核森林生態系研究・教育センター
２．開発主体：

Magnolia Quality Development Corporation（MQDC）所在地：バンコク東部 バンナー・トラート通り（KM7）、サムット
プラカーン県

３．敷地規模：約64ヘクタール（約157エーカー／約398ライ）
４．総事業費：約1,250億バーツ（約36億米ドル）進捗・計画：住宅ゾーンは2026年完成予定

The Aspen Tree（アスペン・ツリー）
１．概要基本情報：
The Forestias 内のシニア向け中核プロジェクト。 The Aspen Tree は、「健康で自立した生活を、人生の最期まで同じ住まいで続けられる」ことを目的とした、タイ初・ASEAN屈指の包括的シニア・
リビングコミュニティ。住戸数約290戸、広さは約9エーカー。2024〜2025年にかけて段階的に開所予定。

2026.2.27
The Forestias（ザ・フォレスティアス）＆The Aspen Tree（アスペン・ツリー）



13

パラマウントベッドタイランド

訪問日時：2026年2月27日（金）15:00-16:30
住所：
1007 Srinagarindra Rd, Suan Luang, Bangkok 10250, Thailand
対応者：
マネージングダイレクター他
組織概要：
創業70年以上の歴史を誇る、医療・介護ベッド分野における日本国内トップシェアのメーカー。
訪問目的：
・同社とのネットワーク形成
・九州企業からのプレゼン、タイ展開時の連携可能性に関する意見交換等
アジェンダ
15:00- 到着、御挨拶
15:10-訪問先概要紹介・可能であれば見学
15:45-訪問企業からのプレゼン（各社2分×15社）
16:15-意見交換・写真撮影等



着意：①「関係づくり」から「ビジネスに繋がる経済交流」、②日タイ双方から認知される交流事業へのステップアップ 

①九州企業による全訪問先でのプレゼンテーション、②タイの政府機関・産業支援機関・企業との意見交換、個別面談、ネットワーキングを実施

→ タイのヘルスケア市場の成長性と実需の把握、ヘルスケアに留まらないビジネスネットワークの構築・強化、個社ビジネスの進展に繋がった

今後の取り組み方針
● 今回の九州・タイ双方の企業間ビジネス連携をフォローアップしていく
● これまで構築したタイとのネットワークを深化、拡大していく
例：ISMED、MHESI、BOI、TCCを中心にヘルスケア・環境・防災等を対象にタイ企業や組織の
訪問受け入れ・オンラインミーティング等によりビジネスを主軸として継続的に交流を実施

＜訪問先各所＞
● 病院や大学訪問では、AIカメラや健康長寿食など､九州企業提案への高い関心を

創出。タイの高齢化 対応市場の成長性と実需についても確認できた。
例：高齢者ケア需要の高まりと九州企業への関心の高さ、アフターサービス体制の重要性

● ＭＨＥＳＩ、商工会議所、CPグルｰプ開発拠点では、タイの財閥グループとのビジネス連携
が進展。既に九州・タイ企業による相互訪問やオンラインミーティング調整が開始している。

＜ビジネスミーティング＞
● 日タイ企業による個別面談
・ 参加企業：九州11社、タイ31社
・ 面談件数：約46件

● MHESIによる提案
・ 九州企業の展開希望に応じてタイ側クラスターへ繋ぐ仕組みの構築・運用

九州・タイ経済交流ミッション2026 総括

事前調査スケジュール（2025年10月14日～17日） 九州・タイ経済交流ミッション成果（2026年2月24日～28日）

ISMED意見交換 タイ商工会議所でのプレゼンナワミンタラティート大学との意見交換

2025年10月事前調査の様子

14



ミッション参加社アンケート
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ミッション参加理由と総合満足度

ミッション全体の総合満足度

総合満足度は93.4%が「満足」以上。

参加企業コメント

• 当社のプロダクトのタイでのニーズをつかみながら課題感も浮き彫りにできた。

• 今後キーとなる担当の方々とつながることができた。

• 新規ビジネス展開として、ヘルスケア関連も検討の余地があると発見できたことや福岡の参加企業様

とタイ企業様との関係が築け、今後のビジネスに活かすことができる機会を得ることができた。

• イレギュラーなお願いに対しても柔軟に対応いただけた。

• ロジがしっかりと組まれており、無駄のない有意義なミッションであった。ミッションに向けた企画

や準備で大変ご苦労されたであろう事を感じた。大変有意義な事業だった。事務局に感謝したい。

行政・経済団体からの紹介

九州経済産業局、九経連、CIC FUKUOKA等関係機関からの案内がきっかけ。

タイ市場への高い関心

サステナブル・環境分野、ヘルスケア産業での参入検討。

海外展開の足掛かり

現地企業との直接交流、ニーズ確認、ビジネス拡大機会の獲得。

参加の主な理由（参加企業15社）

参加企業コメント（抜粋）

「サステナブル・環境分野でのタイ市場参入を検討していたことから、現地の企業

との直接交流ができる本ミッションへの参加を決めました。」

「VRトレーニングシステムのタイOEM展開についての現地ニーズの確認のため。」

「前回、タイ側からの視察受け入れを行い、更なる交流を行うため。」

16



訪問先別満足度（病院・介護施設）

● 実態把握: アッパー層向けの病院の現状、医療レベル、運営実態の理解。

● 継続協議: 介護事業における協業についての議論ができた、医療廃棄物

処理体制について詳細をヒアリングすることが出来た、今後の連携に向け

た議論を進めている。

● 参加企業コメント: 想像以上に環境面、医療レベルが整っていており驚

いた。

● プリンス病院グループ: 満足以上 86.7%

（とても満足 60.0%、満足 26.7%）

プリンス病院グループ バーンポージェネラル病院

● 実態把握: 一般層向けの病院経営の雰囲気、関心事項の把握。病院内の廃棄物

分別・処理フローの視察。

● 継続協議: 病院内でのヘルスケア商材販売に関する商談の可能性。日本の処理

技術やリサイクルシステムへの関心を確認している。

● 参加企業コメント: 日本と同等、あるいは一部ではそれ以上の環境提供がなさ

れている実態の確認。

● バーンポージェネラル病院: 満足以上 86.7%

（とても満足 60.0%、満足 26.7%）

成果・アクション等 成果・アクション等
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MHESI（政府機関）・支援先企業とのミーティング

満足以上 73.3%（とても満足 53.3%、満足 20.0%）

● 技術連携の模索: タイの環境・リサイクル分野のスタートアップや研究機関

との連携可能性の検討。

● 具体的な成果: タイでの展開についての情報やサポート体制を把握出来た。

タイでのパートナー候補を選定中。

● 参加企業コメント: MHESIの対応が素晴らしく、タイ政府の積極的な姿勢を

確認できた。

訪問先別満足度（省庁、組織）

タイ商工会議所（TCC）

満足以上 80.0%（とても満足 60.0%、満足 20.0%）

● ハイレベルな接点: 通常では面談できないタイ財閥グループ幹部へのプレゼン機会を

得られた。

● 具体的な成果: タイ財閥関係企業G環境担当者との課題共有、ソリューション提案に

向けた継続協議に合意した。

● 参加企業コメント: タイを代表する大企業の環境・サステナビリティ戦略を直接把握

することが出来た。

成果・アクション等 成果・アクション等

18



The Forestias＆AspenTree

満足以上 93.3%（とても満足 60.0%、満足 33.3%）

● スケールの体感: 不動産開発の規模の大きさと技術の進歩を直接感じること

ができた。

● 企業哲学の理解: CPグループの哲学やプロジェクトの背景にある思想を深く

理解する機会となった。

● 技術情報の獲得: 環境システムや最先端テクノロジーに関する具体的な情報

を得ることができた。

● 将来性の確認: プロジェクト拠点エリアの今後の発展可能性を確信した。

訪問先別満足度（開発拠点、現地進出企業）

パラマウントベッドタイランド

満足以上 86.7%（とても満足 66.7%、満足 20.0%）

● 現地情報の獲得: タイに進出している日系企業の現地法人のリアルな情報を得るこ

とができた。介護・福祉施設における廃棄物管理の実態や、備品のリサイクルへの

取り組みについて情報を提供頂くことが出来た。

● 市場理解: 環境配慮型の施設運営に対する意識の高まりを肌で感じることができた。

● ネットワーク: 現地担当者とのコンタクトポイントを構築することが出来た。

成果・アクション等 成果・アクション等
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「九州・タイ ビジネスミーティング2026」

・九州経済国際化推進機構とタイ投資委員会 (BOI) の共催（MOUに基づく協力事業）。

(BOIは外資系投資マーケティング部長が主催者挨拶。スタッフも当日の運営で協力）

・医療・介護関連製品・サービス、健康食品、環境、医療AI、ヘルステック分野の

九州企業によるプレゼンテーション後、各社が複数のタイ企業と個別面談 (１回20分）。

・面談参加のタイ企業は、九州企業の要望に基づき事前に現地協力機関がセレクト。

・当日は九州企業11社、タイ企業30社以上、現地関係機関を含め合計70名以上が参加。

堀江専務とタイ投資委員会(BOI)アニン部長 九州企業による自社PRプレゼンテーション
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「九州・タイ ビジネスミーティング2026」

・個別面談件数：46件（事前設定：42件）

・個別面談の満足度アンケート結果

  82.6% (38件) が「3」以上の評価

５（とても満足）11件（23.9%）

４（やや満足） 12件（26.1%）
３（普通） 15件（32.6%）
２（やや不満）   7件（15.2%）

１（不満）   0件（  0.0%）
他（評価不明）   1件（  2.2%）

・参加九州企業の主な感想・コメント

「次につながる話ができた」

「情報交換ができて有益だった」

「新たなビジネスのアイデアを得ることができた」

「現地の関係者を紹介してもらえることになった」

「医療機器輸入の希望があったが日本からの

輸出に解決すべき点があるため帰国後確認」

「面談時間が足りなくなったためLINEを交換。

    引き続き連絡を取り合うこととした」



今後の経済交流希望国・地域と産業分野

今後の経済交流希望国（上位） ASEAN諸国への継続的な関心に加え、インドや欧米への意欲も見られた。

参加企業の関心の高い産業分野

● 環境・サステナブル: 廃棄物処理、リサイクル技術、再生可能エネルギー。

● ヘルスケア・医療: 介護サービス、医療機器、デジタルヘルス、高齢者施設運営。

● DX・テクノロジー: スマートシティ開発、教育ICT、製造業の自動化。

● 食品・農業: 高付加価値食品の輸出、農業技術の提供。
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